
4 計画の進行管理と見直し

県民ニーズや社会・経済・財政の様々な事情の変化に的確に対応し、計画の円滑な推
進を図るためには、計画の進捗状況を把握し、適切な進行管理を行う必要があります。

このため、
○点検評価サイクル（いわゆる「ＰＤＣＡサイクル」）による政策評価の手法を活用し、
事業の「必要性」（県民ニーズの状況、廃止・休止した場合の影響）や「目的妥当性」
（県が取り組む妥当性があるかどうか）等の観点から見直しを行うとともに、

○高校生等との対話集会を通じて寄せられた「若者意見」を積極的に県政に反映するなど、

○計画策定以降の「急激な環境変化」や「新たな課題」に対しても、常に「進化する計
画」として、大きく修正や追加すべき必要な点は、見直しの中で新たに盛り込み、「実
効性のある計画」として県民ニーズに即応していきます。

ＰＤＣＡサイクル
具体的な目標を定め（Ｐｌａｎ：企画）
それに沿った活動を行い（Ｄｏ：実施）
その結果を目標と照らし合わせて点検し（Ｃｈｅｃｋ：評価・検証）
次年度の新たな企画立案に反映していく（Ａｃｔｉｏｎ：改革・改善）

併せて、第三者機関である「県政運営評価戦略会議」等において、計画に位置づけら
れた施策や数値目標の達成状況などについて、「より県民目線に立った客観的な評価」
を行っていただきながら、毎年度、計画の改善見直しを行います。
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